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条
　
　
　
例
（
第
三
十
一
号
）

○
福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
会
事
務
局
調
査
課
）
…
…
…
…
…
一

　

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
一
号

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
（
平
成
三
十
一
年

福
岡
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
か
ら
第
百
八
十
一
条
ま
で
」
を
「
、
第
百
七
十
七
条
、
第
百
七
十
九
条

か
ら
第
百
八
十
二
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
中
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を

加
え
る
。

　

六　

性
的
な
姿
態
を
撮
影
す
る
行
為
等
の
処
罰
及
び
押
収
物
に
記
録
さ
れ
た
性
的
な
姿
態
の
影
像
に

係
る
電
磁
的
記
録
の
消
去
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
六
十
七
号
。
第
十
七
条
第
一
項

及
び
第
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
「
性
的
姿
態
撮
影
等
処
罰
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
か
ら
第
六

条
ま
で
の
罪

　

七　

福
岡
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
条
例
第
六
十
八
号
）
第
六
条
の
罪
並
び

に
福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
平
成
七
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
十
一
条
及
び
第

三
十
一
条
の
二
の
罪

　

第
二
条
第
二
項
第
四
号
中
「
対
す
る
性
的
行
為
で
、
当
該
特
定
の
者
に
と
っ
て
、
そ
の
同
意
が
な
い

、
対
等
で
は
な
い
、
又
は
強
要
さ
れ
た
も
の
を
行
う
こ
と
に
よ
り
」
を
「
対
し
、
そ
の
者
の
同
意
（
自

由
な
意
思
に
よ
り
自
発
的
に
与
え
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
が
な
く
行
わ
れ
る
性
的
な
行
為
（
強
要
さ

れ
た
も
の
及
び
対
等
の
関
係
に
な
い
、
又
は
同
意
に
関
す
る
判
断
が
困
難
な
状
況
で
行
わ
れ
る
も
の
を

含
む
。
）
で
あ
っ
て
」
に
改
め
る
。

　

第
四
条
第
二
項
第
四
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

五　

学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
公
共
交
通
機
関
そ
の
他
の
不
特
定
若
し
く
は
多
数
の
者
が
利
用
し
、

又
は
出
入
り
す
る
場
所
に
お
い
て
、
性
的
な
意
図
を
も
っ
て
、
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
、
か
つ
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、
人
の
姿
態
又
は
部
位
を
撮
影
す
る
行
為
も
、
着
衣
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
性

暴
力
で
あ
り
、
撮
影
画
像
の
拡
散
、
二
次
利
用
等
の
新
た
な
性
暴
力
に
よ
っ
て
被
撮
影
者
の
精
神

的
被
害
が
さ
ら
に
甚
大
な
も
の
と
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
該
撮
影
行
為
等
に
よ
る
性

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
県
及
び
当
該
撮
影
行
為
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
施
設
等
の
管
理

、
運
営
等
に
関
わ
る
者
は
、
適
切
な
役
割
分
担
の
下
に
、
広
報
、
啓
発
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る

必
要
が
あ
る
こ
と
。

　

第
九
条
第
一
項
中
「
県
民
等
は
」
の
下
に
「
、
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
定
め
る
指

針
等
を
踏
ま
え
」
を
加
え
る
。

　

第
十
六
条
第
二
項
中
「
関
す
る
考
え
方
、
指
針
等
を
検
討
し
、
そ
の
成
果
を
公
表
す
る
」
を
「
関
し

、
そ
の
考
え
方
、
具
体
的
な
例
、
根
絶
に
向
け
た
対
応
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
」
に
改
め

、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３　

知
事
は
、
前
項
の
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
、
そ
の
成
果
を
性
暴
力
の
根
絶
に
向
け
た
対
応
に
係
る

指
針
と
し
て
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
を
変
更
す
る
と
き
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。

　

第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
三
項
中
「
の
罪
（
第
三
号
に
つ
い
て
は
、
児
童
買
春
等
処
罰
法

第
七
条
第
四
項
の
罪
に
限
る
。
）
」
を
「
（
第
三
号
に
つ
い
て
は
、
児
童
買
春
等
処
罰
法
第
七
条
第
四

項
の
罪
に
限
る
。
）
及
び
第
六
号
（
性
的
姿
態
撮
影
等
処
罰
法
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
罪
に
限

る
。
）
の
罪
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

目

次

条
　
　
　
例
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１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
第
十

八
条
第
三
項
の
改
正
規
定
は
、
令
和
六
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

第
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、

性
被
害
か
ら
県
民
等
を
守
る
た
め
の
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

か
ら
第
四
号
ま
で
の
罪
（
第
三
号
に
つ
い
て
は
、
児
童
買
春
等
処
罰
法
第
七
条
第
四
項
の
罪
に
限
る

。
）
を
犯
し
た
者
に
係
る
改
正
後
の
福
岡
県
に
お
け
る
性
暴
力
を
根
絶
し
、
性
被
害
か
ら
県
民
等
を

守
る
た
め
の
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
旧
条
例
第
十
六
条
の
規
定
を
踏
ま
え
定
め
ら
れ
て
い
る
指
針
は
、
こ

の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
新
条
例
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
針
が
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
間

は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
指
針
と
み
な
す
。

　

（
新
条
例
の
見
直
し
）

４　

新
条
例
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
性
犯
罪
関
係
法
令
の
状
況
、
新
条
例
の
運
用
状
況
等
を
勘
案
し

、
こ
の
条
例
の
施
行
後
三
年
を
目
途
に
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。


